
別紙様式２

【基本事項】

134

会計

10 款 4 項

6 目 8 細目

5 章

2 節

3 項

【事業目的】

【事業内容】

【事業コスト】

単位

千円

日

日

千円

千円

千円

千円

千円

千円

コストの
増減理由

派遣団体の増加による経費増。

一般財源 40 70 80 20 90

その他財源

地方債

40 70 80 20 90

財
源

特
財

国・県補助金

その他

90

人
件
費

主担当職員

その他職員
費
用

   事業費合計 40 70 80 20

費用合計

区　分 Ｈ20決算 Ｈ21決算 Ｈ22決算 Ｈ23決算 Ｈ24決算

意　図
（事業の狙い）

　地域を見直し活性化を図る取り組みに、有識者を講師として派遣し、指導・助言を得て事
業の充実を図る。

見直しの履歴

実施内容
社会教育関係者への講演会、番楽フェスティバル・子ども伝承祭へのアドバイザー
派遣のほか、伝承文化を活用した地域づくりである、釜淵行灯番楽・八敷代番楽幕
開きへも派遣しアドバイスをいただいた。

報償費

総合計画の
位置づけ

(後期基本計画)

「心豊かな人と文化を育むまち」づくり

生涯学習の充実

町民参画による地域性を活かした学習活動の充実

対　象
（誰、何を）

　地域活性化活動団体に対するアドバイザーの派遣

根拠法令 町条例・要綱等

予算
科目

一般会計

科目
教育費 社会教育費

ふるさと文化推進費

担当課 教育課 担当名 生涯学習・スポーツ担当

事業期間 □単年度　■単年度繰返（平成１７年度開始）　□期間限定（　　　年度～Ｈ　　年度）

事業評価シート

№28

管理番号 事業名 地元学・伝承文化アドバイザー事業 評価時期 25年7月



別紙様式２

事業評価シート

【項目別評価】（Ａ高～Ｄ低）

A A A

【内部総合評価と改善計画】

ランク

【外部評価と評価委員意見】

　　縮小 ← 成果 → 拡大

外部評価 外部評価委員意見

A
　地域の伝承文化は地域づくりに欠かせない町の宝であり、各分野のアドバイザーの
助言等効果的に受けながら、今後とも継続して事業展開を図るべきである。また、伝
承事業だけでない活用も考えていく必要がある。

町民・議会等の
要望・時期等

今後の方向性 □廃止　□休止　□終了　□統合　■継続　□一部見直し　→ 見直しの方向性

改善計画
　より効果的に町民１学習を推進するよう、伝承文化のみな
らず、地域おこしグループに広く活用してもらうよう周知を
図っていく。

減
↑

費
用
↓

増

　過疎化や学校統合で、地域に根
ざした伝承文化の継承活動が心
配されており、有識者に指導を得
ることは必要である。

　アドバイザー派遣事業は、町の
伝承文化の継承や地域づくり事
業に重要な役割を果たしているこ
とから、削減余地はない。

　専門家の指導助言により、地域
で生まれた伝統文化を地域で
守っていこうという気運が高まり、
成果は向上している。

Ａ:計画どおり事業推進が適当　　　　Ｂ:事業の進め方に改善が必要
Ｃ:事業規模、内容等の見直しが必要　Ｄ:事業の統合、休・廃止が必要

総合評価と理由
　専門家による評価・助言が継承活動に大きな影響を与えており、継続した
事業推進が適当である。 A

民間と競合している
町民負担を見直す余地が
ある

継続実施しても成果向上の
余地がない

理由 理由 理由

住民ニーズが低下、または
サービス過剰

従事人数を節減する余地
がある

対象を見直す余地がある

国・県事業と重複 事務改善の余地がある
成果向上のために事業内容
を見直す余地がある

妥当性
（行うことは適当か）

効率性
(削減余地がないか)

有効性
(成果が向上しているか)

当初の目的を達成している
事業費を節減する余地が
ある

上位施策にあまり貢献して
いない


